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Research Abstract

コレステリルエステル転送蛋⽩(CETP)⽋損症や肝性リパーゼ⽋損症が除外された⾼HDLコレステロール⾎症(100mg/dl以上)兼⾼LDLコレステロール⾎症(160mg/dl以上)50例を対象に
スカンベンジャーレセプター(SR-BI)のサザンブロットを⾏ったが、⼤きな挿⼊や⽋失は認めなかった。HDLレセプターであるSR-BIのmRNAは、末梢⾎単核球および脂肪⾁種細胞の細胞
株SW872においてRT-PCR法で発現を確認した。細胞膜コレステロールを低下させるサイクロデキストリン投与によりSR-BIのmRNAが増加することを確認した。よって末梢⾎単核球を
サイクロデキストリン存在下で培養することで患者のSR-BI cRNAが得られる可能性や患者のSR-BIの最⼤発現量の測定が可能となる。また、SR-BIペプチドの交代を作成したが、SR-BI
レセプター量測定法の確⽴にはいたらなかった。CETP⽋損症以外のHLD-C値の規定因⼦としての可能性から、肝性リパーゼのプロモーター多型とリポ蛋⽩リパゼS447Xの多型の影響を⼀
般⼈299例を対象に検討した結果、S447Xの影響は認めなかったが、肝性リパーゼのプロモーター多型-250G接合⼦は有意にHDL-C値を低下させ分散の3%を説明した。本邦の⾎清HDL-
C値が他の⺠族に⽐べ、⾼値である遺伝的素因として、ヘテロ接合本性CETP⽋損症が多いことと肝性リパーゼ⾼値に関する-250G接合⼦が少ないことが関与している。
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